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１　組織の概要

（1） 事業者名及び代表者氏名
　株式会社　イノベンチャー
　　代表取締役社長　小嶋　直之　　

（2） 事業所名及び所在地
　本　　社　  ：　〒950-0944　新潟県新潟市中央区愛宕1丁目4番7号

TEL.025-250-7061／FAX.025-250-7062
E-mail　innoventure@advance620.co.jp　

　資材置場　　：　〒950-1146　新潟県新潟市江南区太右エ門新田大曽根150-1

（3） 環境管理責任者及び担当連絡者
環境管理責任者　　代表取締役社長　小嶋　直之

本社：   〒950-0944　新潟県新潟市中央区愛宕1丁目4番7号
　　　　　TEL.025-250-7061／FAX.025-250-7062

E-mail　innoventure@advance620.co.jp　

（4） 事業の概要

（5） 事業規模

単　位

人

件

㎡

百万円

注＊）床面積は、事務所

(6) 環境負荷の実績

単位

kWh

kg-CO2

kg-CO2

㎥

(7) 許可等の内容

(ア)建設業の許可内容

許可区分

一般

特定

許可番号 許可の有効期間 建設業の種類

水資源投入量 92 114 124

化石燃料
(二酸化炭素排出量) 35,362 41,045 38,636

二酸化炭素排出量 38,473 44,890 42,942

従業員数 6 8 8

工事件数 51

事務局　成海　百代　　

　土木工事業、管工事業、水道施設工事業

項　　目 2019年度 2020年度 2021年度

電力使用量 5,892 7,283

54 70

床 面 積＊ 101 101 101

項　　　目 2019年度 2020年度 2021年度

8,155

資 本 金 10 10 10

　　年度の区間は7月～翌年6月
法人設立年月日の2019年8月から事業開始

般-3　第14763号
令和3年6月23日～
令和8年6月22日

建築工事業、管工事業

特-3　第14763号
令和3年11月17日～
令和8年11月16日

土木工事業、とび・土工工事業、水道施設工事業
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(8) 組織図

株式会社
イノベンチャー

合計

3名 5名 8名

代表者・総務部 工事部

  株式会社イノベンチャー エコアクション２１実施体制                                   

 １ 組織図                                                  

 

                                                                                                                             

          

                                                            

                                                                          

                                                                          

                                           

                                                   

                                                   

  

  

                                                                                              

                                                                                      

                                                                                              

 

 

  

          

     

 

 

  

事務局 

  成海 百代 

総 務 部 

責任者 成海 

環境管理責任者 

小嶋 直之 

代表者  

代表取締役社長 小嶋 直之 

工事現場 社 員 

現場責任者 

笹川 

社 員 

工 事 部 

責任者 浅井 

現場責任者 

山田 

社 員 
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２　対象範囲、レポートの対象期間及び発行日

(1) 対象範囲
ア　事業者名及び所在地

(2) レポートの対象期間及びレポートの発行日
　表紙に記載のとおり

ウ　対象範囲
　　全組織・全事業

　　株式会社　イノベンチャー
　　〒950-0944　新潟県新潟市中央区愛宕1丁目4番7号
　　　TEL.025-250-7061／FAX.025-250-7062

イ　事業内容
　　土木工事業、管工事業、水道施設工事業
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３　環境経営方針
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4　環境経営目標

　2022年度以降の環境経営目標は、2021年度の実績（年間値）を基準とした新たな中長期目標を策定したこ
とにより改訂しました。（P11に記載のとおり）

　2020年10月からエコアクション21ガイドラインに基づく環境経営活動を開始しました。
　2020年10月～2022年度の3年間の環境経営目標を下記のとおり定めました。

　基準年の期間は、会社合併があり、合併した法人と同一建物で活動が開始された時点からエコアクション
活動の活動開始時点で把握できる期間までの間を基準期間としました。

△ △ △

△ △ △

△ △ △

△ △ △

△ △

△ △ △

△ △ △

△ △

購入電力の二酸化炭素排出係数は、2018年度東北電力㈱の調整後排出係数0.528㎏-CO2/kWhを使用

PRTR制度対象物質を使用していないため、化学物質使用量削減に関する目標は設定しない。

再資源化率＝再資源化量/建設廃棄物排出量　　基準年の再資源化率＝36.82t/40.59t

92.0

対基準年実績増減率

一般廃棄物排出量の削減
（可燃ごみ）

kg 125.5 ― 実態把握 124.2

在庫・資材の適正管理の推進の評価点(基準年実績）は、10ページに示すとおり、環境経営計画の実施状況を3段階評価により、評価・点検
を行い点検項目の評価点の平均値を示します。

2.60

▲0.04ポイント ▲0.04ポイント

灯油の基準年原単位は、2020年7月から2021年６月の実績から設定

一般廃棄物排出量の削減及び在庫・資材の適正管理の推進の基準年実績は2020年10月～2021年6月の実績から設定

▲0.3ﾎﾟｲﾝﾄ ▲0.8.ﾎﾟｲﾝﾄ ▲1.3ポイント

在庫・資材の適正管理の推進
2.56 ― 実態把握 2.60

建設廃棄物の
再資源化の推進

％（再資源化率）

評価点

対基準年実績増減率

90.7 ― 91.0 91.5

水使用量の削減
ｍ３ 59 0.711 0.707 0.704 0.700

123.6

1.50 ％

対基準年実績増減率 0.50 ％ 1.00 ％ 1.50 ％

対基準年実績増減率 1.00 ％

203.93 202.90
計

二酸化炭素
排出量

kg-CO2 17097.1 205.99 204.96

対基準年実績増減率 0.50 ％ 1.00 ％ 1.50 ％

54.10

対基準年実績増減率 0.50 ％ 1.00 ％ 1.50

軽油
ℓ　 4558.5 54.9 54.65 54.37

18.71 18.61 18.52 18.43

1.50 ％対基準年実績増減率 0.50 ％ 1.00 ％

0.0513 0.0510

1.50

対基準年実績増減率 0.50 ％ 1.00 ％

対基準年実績増減率 0.50 ％ 1.00 ％ ％

29.86 29.70

0.57 0.57

1.00 ％ 1.50 ％

1.50 ％
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

電力使用量の削減
kWh 2503.0 30.16 30.01

対基準年実績増減率 0.50 ％

化
石
燃
料
使
用
量

灯油
ℓ 155.0 0.58 実態把握

LPG
Nm3 4.3 0.0518 0.0515

ガソリン
ℓ　 1552.6

2020年10月
～2021年6月

2021年７月
～2022年6月

2022年7月
～2023年6月

２０２0年度 ２０２１年度 ２０２２年度

使用量又は排出量等

売上高100万円原単位

売上高（100万円）

83

中長期の環境経営目標（2020年10月～2022年度）
△：削減
▲：増加

項　　　　　目

単位
(原単位は売上
高100万円当り

の使用量）

基準年実績 環境経営目標(二酸化炭素、水に関する目標は売上高原単位）

2020年4月～2020年８月
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５　環境経営計画
環境経営計画は、下表のとおり定めました。

環　境　経　営　計　画（2021年度）

 

    環 境 経 営 計 画 事務所 工事部 スケジュール 担当 

①-1電力使用量（二酸化炭素排出量）削減 

昼休みは消灯する。 ○ ○ 通年 

成海 

外出時、残業時などは不要な電灯は消灯する。 ○ ○ 通年 

エアコンのフィルターの掃除を定期的に行う。 ○ ― 
7～9月 

12～3月 

冷房温度を２８℃以上、暖房温度を２０℃以下に維持する。 ○ ○ 
7～9月 

12～3月 

クールビズを励行する。 ○ ― 6～9月 

パソコンは昼休み時間は電源 OFFにする。 ○ ― 通年 

①-2化石燃料使用量（二酸化炭素排出量）削減  

車の運転はエコドライブ 10を厳守する。 
１． ふんわりアクセル「ｅスタート」 

２． 車間距離にゆとりをもって、加速・減速の少ない運転をする。 

３． 減速時は早めにアクセルを離す。 

４． エアコンの使用は適切に行う。 

５． ムダなアイドリングはやめる。 

６． 渋滞を避け、余裕をもって出発する。 

７． タイヤの空気圧から始める点検・整備の実施 

８． 不要な荷物はおろす。 

９． 走行の妨げとなる駐車はやめる。 

１０．急発進・急ブレーキのない運転を行う。 

○ ○ 通年 
浅井 

トラック・重機の省エネ運転を徹底する。 ― ○ 通年 

暖房温度を２０℃以下に維持する。 ○ ○ 12～3月 

成海 ウォームビズを励行する。 ○ ― 11～3月 

ガス湯沸かし器の省エネに心掛ける。 ○ ― 通年 

②一般廃棄物の排出量削減（紙の節約・分別再資源化） 

コピーは原則として両面コピーとする。 ○ ○ 通年 

成海 片面使用コピー紙で可能なものは、裏面再使用する。 ○ ○ 通年 

分別を徹底し再資源化する。 ○ ○ 通年 

③建設廃棄物の再資源化の推進 

工事現場から発生する産廃は、極力分別して再資源化する。 ― ○ 通年 
浅井 

現場作業において、端材の発生量が少なくなるよう工夫する。 ― ○ 通年 

④水使用量の削減 

洗濯機・洗車などの水使用量を節約する。 ○ ○ 通年 

成海 工事に使用する水道水は、適正使用を心掛ける。 ○ ○ 通年 

トイレの水使用量の節約に心掛ける。 ○ ○ 通年 

⑤在庫・資材の適正管理の推進 

 資材置場の整理整頓を行う。 ― ○ 通年 

浅井  建設資材の無駄な発注をしない。 ― ○ 通年 

端材の発生を減らし、適正な使用を行う。 ― ○ 通年 
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６　環境経営目標の実績

　2021年7月～2022年6月の環境経営目標の実績は下表のとおりです。
　電力、灯油、LPG、ガソリン、軽油及び二酸化炭素排出量、水使用量については、売上高当りの原単位として環境経営目標を定
め、取り組みました。工事件数の増加により、各使用量は増加しましたが、売上高も増加し、すべて環境経営目標を達成しました。
また、建設廃棄物の再資源化に関する環境経営目標も達成しました。一般廃棄物排出量の削減及び在庫・資材の適正管理に関す
る環境経営目標は、今年度より目標管理を行い、目標を達成することができました。
　以下に環境経営目標ごとの実績を示します。

△ ％ △ △

△ ％ △ △

△ ％ △ △

△ ％ △ △

△ ％ △ △

△ ％ △ △

△ ％ △ △

△ ％ △

▲ ▲

▲ ▲

購入電力の二酸化炭素排出係数は、2018年度東北電力㈱の調整後排出係数0.528㎏-CO2/kWhを使用

.PRTR制度対象物質の化学物質を使用していないため、化学物質使用量削減に関する目標は設定しない。

再資源化率＝再資源化量/建設廃棄物排出量　　対象年度の再資源化率＝36.82t/40.59t

△：削減
▲：増加

環境経営目標の実績（2021年7月～2022年6月）

― ○

0.04ポイント 0.11ポイント

在庫・資材の適正管理の推進
2.56 ― 2.60 2.67評価点

対基準年実績増加数

― ○

対基準年実績増加数 0.8ポイント

建設廃棄物の
再資源化の推進

％（再資源化率） 90.7 ― 91.5
100

873ｔ/873ｔ

9.3ポイント

1.0 22.3%

56.4%

一般廃棄物排出量の削減
（可燃ごみ）

kg 125.5 ― 124.2 97.5 ― ○

kg-CO2

対基準年実績削減率

水使用量の削減
ｍ３ 59 0.711 0.704 124

対基準年実績削減率 1.0 ％

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

電力使用量の削減
kWh 2,503 30.16

％ 48.7%

47.8%

42,942.02 107.43 ○

0.310 ○

％

7.6

対基準年実績削減率 1.0 ％

0.0190

○

対基準年実績削減率 1.0 ％ 48.2%

63.3%

ℓ　 4,558.45 54.92 54.37 11,365.07

○

対基準年実績削減率 1.0

3,833.45 9.59

28.43
軽油

8,155 20.40 ○

対基準年実績削減率 1.0 ％ 35.3%

0.58 0.57 150.0 0.38 ○

％ 32.3%

○
LPG

Nm3

29.86

化
石
燃
料
使
用
量

灯油
ℓ 155.0

対基準年実績削減率 1.0

17,097.07 205.99 203.93

ガソリン
ℓ　 1,552.60 18.71 18.52

4.3 0.0518 0.0513

計
二酸化炭素

排出量
対基準年実績削減率 1.0

項　　　　　目

単位
(原単位は売上
高100万円当り

の使用量）

基準年実績 環境経営目標・実績(二酸化炭素、水に関する目標は売上高原単位）

2020年4月～2020年8月
2021年7月～2022年6月

環境経営目標
使用量又は排出

量等実績

売上高100万円当り

原単位実績

目標達成状況

使用量又は排出量等

売上高100万円

当り原単位 ○：達   成
×：未達成売上高（100万円） 売上高（100万円）

83 399.72
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(1)　二酸化炭素排出量の削減
　　 2021年度の二酸化炭素排出量の排出源であるエネルギー
　種類別の排出内訳を右の図に示しました。
　　 軽油由来が最も多く全体の68%を占めています。軽油は、
　重機、軽油使用自動車の燃料に使用されています。
　ついでガソリン車で使用するガソリンが　21%を占め、電力
　由来は10%となっています。
　　 以下にエネルギ―別の環境経営目標の実績を示します。

ア、電力使用量の削減
　　 活動期間（2021年7月から2022年6月まで）の電力使用量
　の環境経営目標は、2020年4月～2020年8月の実績(以下
　基準年実績：売上高100万当りの使用量：原単位）1.0%削減
　の29.86kwh/売上高100万円以下としました。
    実績は、基準年実績32.3%削減の20.40kW/売上高100万円
　で、環境経営目標を達成しました。

イ、灯油使用量の削減
　　活動期間の灯油使用量の環境経営目標は、基準年の1.0%削減の0.57ℓ/売上高100万円以下としました。実績は、
 基準年実績35.3%削減の0.38ℓ/売上高100万円で、環境経営目標を達成しました。
　  灯油は、暖冬だったことや室内温度管理を徹底したことで、使用量を抑えることができました。

ウ、ガス（LPG)使用量の削減

　　活動期間のガス(LPG)使用量の環境経営目標は、基準年実績の1.0%削減の0.0513Nm3/売上高100万円以下を環境
 経営目標としました。

    実績は、基準年実績の63.3%削減の0.0190Nm3/売上高100万円で、環境経営目標を達成しました。
    使用量は増加しましたが、事務所における給湯器の管理が適切に行われ、原単位目標を達成することができました。

エ、ガソリン使用量の削減
　　活動期間のガソリン使用量の環境経営目標は、基準年実績の1.0%削減の18.52ℓ/売上高100万円以下を環境経営目標
  としました。
　　実績は、基準年実績の48.7%削減の9.59ℓ/売上高100万円で、環境経営目標を達成しました。
　　今後もエコドライブを心がけ、使用量の抑制に努めていきます。

オ、軽油使用量の削減、
　　活動期間の軽油使用量の環境経営目標は、基準年実績の1.0%削減の54.37ℓ/売上高100万円以下を環境経営目標とし
　ました。
　　実績は、基準年実績の48.2%削減の28.43ℓ/売上高100万円で、環境経営目標を達成しました。
　　軽油の使用は、会社全体の二酸化炭素排出量の68%を占めることから、その使用量の抑制は二酸化炭素排出量の削減
　 にとって重要であり、今後も、エコドライブ、重機のエコ運転に努めていきます。

カ、二酸化炭素排出量の削減
　　活動期間の二酸化炭素排出量の環境経営目標は、基準年実績の1.0%削減の203.93kg-CO2/売上高100万円以下と し

  ました。
　　実績は、基準年実績の47.8%削減の107.43kg-CO2/売上高100万円で、環境経営目標を達成しました。

    売上高が大きく伸びたことから、原単位の目標は全て達成することができました。
　　引き続き節電、灯油・ガス利用量の削減、車両のエコドライブ、重機のエコ運転に努め、二酸化炭素排出量の削減に努め
　ていきます。

(2) 水使用量の削減

　　活動期間の水使用量の環境経営目標は、基準年実績の1.0%削減の0.704m3/売上高100万円以下としました。

　　実績は、基準年実績の56.4%削減の0.310m3/売上高100万円で、環境経営目標を達成しました。
　　事務所における節水の管理は、適切に行われ環境活動の成果が認められました。

(3) 一般廃棄物の削減
　　活動期間の一般廃棄物排出量の環境経営目標は、基準年実績の1.0%削減の124.2㎏以下としました。
    実績は、基準年実績の22.3%削減の97.5kgで、環境経営目標を達成しました。
　　今後も、一般廃棄物排出量の削減に努めます。

(4) 建設廃棄物の再資源化の推進
    活動期間の建設廃棄物の再資源化の推進の環境経営目標は、基準年期間再資源化率の0.8ポイント増の91.5%以上としま
  した。
　　再資源化率の実績は、100%と環境経営目標を達成しました。処理委託先において再資源化できるものは、全量再資源化が
 行われています。今後も、分別の徹底などにより再資源化を進めていきます。
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(5) 在庫・資材の適正管理の推進
    活動期間の在庫・資材の適正管理の推進に係る環境経営目標は、これに関する環境経営計画の活動状況の平均評価点
　とし、基準年実績の0.04ポイント増の2.60点としました。
　　在庫・資材の適正管理の推進の環境経営計画の3段階評価による平均評価点は2.67点で、環境経営目標を達成しました。
　　今後、評価点の向上を目指し、在庫・資材の適正管理の推進を進めます。
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(1)　環境経営計画の取組結果とその評価

評価区分（３：実施できた。２：実施したが向上が必要。１：実施できなかった。)

　トイレの水使用量の節約に心掛ける。

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

　建設資材の無駄な発注をしない。 3.0

　端材の発生を減らし、適正な使用を行う。 3.0

⑤在庫・資材の適正管理の推進

　資材置場の整理整頓を行う。 2.0― ○

― ○

― ○

　分別を徹底し再資源化する。 3.0

　2.車間距離にゆとりをもって、加速・減速の少ない運転をする。 2.3

　3.減速時は早めにアクセルを離す。 2.2

　4.エアコンの使用は適切に行う。 2.2

　外出時、残業時などは不要な電灯は消灯する。

　工事に使用する水道水は、適正使用を心掛ける。 3.0

3.0

　現場作業において、端材の発生量が少なくなるよう工夫する。 3.0

④水使用量の削減

　洗濯機・洗車などの水使用量を節約する。 3.0○ ○

○ ○

○ ○

　エアコンのフィルターの掃除を定期的に行う。 2.3

　冷房温度を28℃以上、暖房温度を20℃以下に維持する。 3.0

　クールビズを励行する。 3.0

○ ○

○

環　境　経　営　計　画　点　検　結　果（2021年7月～2022年6月）

全社

環境経営計画
全社年間平均点

①-1　電力使用量(二酸化炭素排出量）削減

　昼休みは消灯する。

　片面使用コピー紙で可能なものは、裏面再使用する。 3.0

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

次年度の環境
経営計画

継続

継続

継続

継続

継続

3.0

―

　パソコンは昼休み時間は電源OFFにする。 3.0

①-2　化石燃料使用量（二酸化炭素排出量）削減

　車の運転はエコドライブ10を厳守する。

　1.ふんわりアクセル「eスタート」 2.2

○ ―

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

　5.ムダなアイドリングはやめる。 2.2

　6.渋滞を避け、余裕をもって出発する。 2.2

　7.タイヤの空気圧から始める点検・整備の実施 2.0

○ ○

○ ○

○ ○

2.2

　9.走行の妨げになる駐車はやめる。 2.3

　10.急発進・急ブレーキのない運転を行う。 2.2

○ ○

○ ○

○ ○

―

3.0

　コピーは原則として両面コピーとする。 2.0

　ガス湯沸かし器の省エネに心掛ける。 3.0

②一般廃棄物の排出量削減（紙の節約・分別再資源化）

　トラック・重機の省エネ運転を徹底する。 3.0

　暖房温度を20℃以下に維持する。 2.0

　ウォームビズを励行する。 3.0

― ○

○ ○

○ ―

○ ―

○ ○

　8.不要な荷物はおろす。

７　環境経営計画の取組結果とその評価並びに次年度の環境経営目標及び
　　環境経営計画

○ ○

○ ○

― ○

― ○

③建設廃棄物の再資源化の推進

　工事現場から発生する産廃は、極力分別して再資源化する。 3.0

対象部署 評価結果
事務所 工事部

○ ○

○ ○

○

   環境経営計画の実施状況を3段階評価により、評価・点検を行いました。点検頻度は対象部署ごとに年間3回で、その
平均評価結果は下表のとおりです。活動の向上が必要な事項については、周知、徹底により向上を目指します。
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（2）　次年度の環境経営目標及び環境経営計画

基準年度を直近にし、新たな中長期目標を定めました。下記に次年度（2022年度)以降の環境経営目標を示します。
また、環境経営計画については、前頁の次年度の環境経営計画に示すとおり現行の環境経営計画を継続して実施し
ます。

△ △ △ △

△ △ △ △

△ △ △ △

△ △ △ △

△ △ △ △

△ △ △ △

△ △ △ △

△ △ △

購入電力の二酸化炭素排出係数は、2020年度東北電力㈱の調整後排出係数0.457㎏-CO2/kWhを使用

PRTR制度対象物質を使用していないため、化学物質使用量削減に関する目標は設定しない。

再資源化率＝再資源化量/建設廃棄物排出量　　基準年の再資源化率＝873.226t/873.226t

8,155

150.0

7.6

3,833.45

11,365.07

42,363.02

2.67

▲0.04ポイント

現状維持 現状維持 現状維持

在庫・資材の適正管理の推進
― 2.71 2.75

建設廃棄物の
再資源化の推進

％（再資源化率） 100.0

対基準年実績増減率

対基準年実績増減率 0.5

在庫・資材の適正管理の推進の評価点(基準年実績）は、10ページに示すとおり、環境経営計画の実施状況を3段階評価により、評価・点
検を行い点検項目の評価点の平均値を示します。

％

％

％

％

2.79

▲0.08ポイント ▲0.12ポイント

1.5 ％

124

％

97.5

％

一般廃棄物排出量の削減
（可燃ごみ）

kg ― 97.0 96.5 96.0

ｍ３ 0.3102 0.309 0.307

％ 1.5 ％

水使用量の削減

― 100 100 100

0.306

対基準年実績増減率 0.5 ％ 1.0

％ 1.0 ％

104.92 104.39
計

二酸化炭素
排出量

kg-CO2 105.98 105.45

対基準年実績増減率 0.5 ％ 1.0 ％ 1.5 ％

28.01

対基準年実績増減率 0.5 ％ 1.0 ％ 1.5％

軽油
ℓ　 28.43 28.29 28.15

対基準年実績増減率 0.5 ％ 1.0 ％

％

ガソリン
ℓ　 9.59 9.54 9.49 9.45

1.5 ％

対基準年実績増減率 0.5 ％ 1.0 ％

1.5 ％

LPG
Nm3 0.0190 0.0189 0.0188 0.0187

1.5

対基準年実績増減率 0.5 ％ 1.0 ％

売上高100万円原単位

売上高（100万円）

399.72

20.20 20.10

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

電力使用量の削減
kWh 20.40 20.30

対基準年実績増減率 0.5 ％

0.37 0.37

1.0 ％ 1.5 ％

化
石
燃
料
使
用
量

灯油
ℓ 0.38 0.37

評価点

対基準年実績増減率

中長期の環境経営目標（2022年10月～2024年度）
△：削減
▲：増加

項　　　　　目

単位
(原単位は売上
高100万円当り

の使用量）

基準年実績 環境経営目標(二酸化炭素、水に関する目標は売上高原単位）

2021年7月～2022年6月
2022年度 2023年度 2024年度

2022年7月
～2023年6月

2023年７月
～2024年6月

2024年7月
～2025年6月使用量又は排出量等

11



８　環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

NO

1

2

3

4

5

6

7

8

　 9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

９　代表者による全体評価と見直しの結果

  イ　環境経営目標

  ウ　環境経営計画

  エ　実施体制

　オ　その他環境経営システム

　　　　変更の必要性はない。

(1)環境関連法規等の遵守状況の確認結果

(2)違反、訴訟等の有無

　当社は、関係当局から違反などの指摘はありませんでした。また訴訟もありません。

(2) 見直しの結果

(1) 全体の評価

関係法令

水質汚濁防止法

下水道法

廃棄物処理法

新潟市産業廃棄物等の適正な処理の促進に関する条例

建設リサイクル法

道路交通法

道路運送車両法

自動車リサイクル法

新潟市生活環境の保全等に関する条例

　当社が規制対象となる下表の環境関連法令について、遵守状況を自主点検した結果、違反がないこと
を確認しました。

　　　　現行の実施体制を維持する。

　　　　策定時から、状況変化はなく変更の必要性はない。

  ア　環境経営方針

建設業法

   売上高当りの原単位目標は、工事件数が着実に増加し売上高も伸びていることから、原単位目標を
すべて達成している。また、その他の目標においても、活動の成果がみられ、目標を達成した。
　 業務は増加しているが、省エネを重視しながら活動をしており、環境経営計画もおおむね実施さ評価
できる結果であった。
　 今後も、さらなる向上を目指し、引き続き、車両・重機のエコ・安全運転等の活動を全員参加で実施し、
環境負荷の削減に努めていくこと。

フロン排出抑制法

石綿障害予防規則

　　　  直近の実績データが揃ったことから、直近年を基準に新たな中長期目標を設定する。

　　　　状況に特段の変化はなく変更の必要性はない。

小型家電リサイクル法

大気汚染防止法

家電リサイクル法

騒音規制法

振動規制法

新潟市火災予防条例

オフロード法

一般高圧ガス保安規則
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